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3. イネの環境ストレス誘導性遺伝子の網羅的解析とストレス誘
導性プロモ ー タ ー の単離

（要約〕
定される。
性を示す。

イネのcDNAマイクロアレイ解析によって73個の乾燥・塩・低温ストレス誘導性遺伝子が同
そのうち5種の遺伝子から単離したプロモ ー タ ー は有効な発現の維織特異性とストレス誘導
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対象 稲類 分類 研究

イネはアジア地域の食料を支える重要な穀物であるため、突然の異常気象や環境劣化に備えた品種の開

発が重要な課題である。 これまでに、 モデル植物のシロイヌナズナを用いて、 ストレス誘導性の転写因
子遺伝子とストレス誘導性プロモ ー タ ー を用いることで、 乾燥 ・ 塩 ・低温ストレスに対して高レベルの
耐性を示す植物を作出することに成功している。 そこで、シロイヌナズナの研究結果をもとにイネの現
境ストレス誘導性逍伝子を解析して、イネの環境ストレス耐性機構で働く重要遺伝子を明らかにする。ま
た、 環境ストレス耐性イネの開発に重要なストレス誘導性プロモ ー タ ー を単離して、 その機能を明らか

．にする。

［成果の概要•特徴］

I. イネから収集した1727個の cDNAを鋳型としてPCR法により cDNA配列を増幅させ、cDNAマイク

ロアレイを作製した。

2. cDNAマイクロアレイ解析によって、 イネの乾燥、塩、低温ストレスあるいはストレス時に働きを示

す植物ホルモンのアブシジン酸(ABA)によって誘導される141個の逍伝子を選抜した。

3. 選抜された]41個のすべての遺伝子に関して、 継時的に乾燥、 塩、 低温ストレスあるいは ABA処理

した植物から調整した RNAを用いてノ ー ザン解析を行い、73個の遣伝子がストレス誘導性であること
を確認した（図I)。

4. ストレス誘導性の73辿伝子を分類すると、 51逍伝子(70%)はシロイヌナズナでストレス耐性機構．
に関与することが示されている追伝子に類似しており、 シロイヌナズナとイネの持つストレス耐性機
構が類似していることが示された。

5. 同定されたストレス誘導性遺伝子群のうち、応答するストレスの種類が異なりストレス応答が顕著な
5種の遺伝子のプロモ ー タ ー 領域を単離した。 ストレス誘導性を確認するため、 これらのプロモ ー タ ー

をGUSリポ ー タ ー 遺伝子と結合してイネに導入した。 得られた形質転換体を用いてGUS活性を測定
すると全てのプロモ ー タ ー でストレスによる活性の上昇が見られ、 ストレス誘導性プロモ ー タ ー であ
ることが確認された。 また、 組織化学的解析からこれら5種のプロモ ー タ ー は根や葉のどの組織にお
いても発現を誘導することが示された。

［成果の活用面・留意点］

I. イネの乾燥 ・ 塩 ・ 低温ストレス耐性機構で機能する追伝子群が網羅的に明らかにされ、環境ストレス

耐性イネの開発のための有用辿伝子として利用が図れる。

2. 単離されたイネの乾媒 ・ 塩 ・ 低温ストレス誘導性プロモ ータ ー は環境ストレス耐性作物の開発に利用
できる。
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［具体的デ ー タ］

A. 低温· 乾燥・塩·ABA誘導性遺伝子
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B. 低温・乾燥・塩誘導性遠伝子
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C. 低温・乾燥·ABA誘導性造伝子
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D. 乾燥・塩·ABA誘導性遺伝子
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E. 低温・乾燥誘導性遺伝子
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G. 乾燥・塩誘尊性遺伝子
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H. 乾燥·ABA誘導性遺伝子
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I. 低温誘導性遺伝子
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J. 恒常的に発現している遺伝子

図1 cDNAマイクロアレイで同定された73個のストレス誘導性遥伝子の乾燥(Dry)· 塩(NaCl) ・ 低温(Cold)·
ABA処理による継時的発現のノ ー ザン法解析。2週間栽培したイネを4℃の低温ストレス、乾燥ストレス、
250 mMのNaClによる塩ストレス、100µMのABA溶液による処理を、それぞれ記載した時間行った。
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